
国際シンポジウム

平和と発展に向けた
アジアの制度構築
グローバル危機を乗り越えて
Institution Building in Asia for Peace and Development

日時：2009年8月28日（金） 13：00-18：30（12：30受付開始）

会場：JICA研究所　国際会議場
言　語：英語（日本語同時通訳あり）　参加費：無料
共　催：Asian Peace Science Network（APSN）、JICA研究所、経済産業研究所（RIETI）

申込サイト：http://jica-ri.jica.go.jp/ja/event/announce/

●開催趣旨

●プログラム

　

　アジアは市場メカニズムを通じて事実上の地域統合を遂

げ、世界の工場として発展してきました。しかしながら、多様

性を有するアジアが、複雑な国際関係の中、平和的に更に発

展するためには、政治的･文化的・宗教的多元性を考慮しな

がら、地域全体の政治経済制度を効果的に構築しなくてはな

りません。

　このような認識の下、Asian Peace Science Network (APSN)、

JICA研究所と経済産業研究所(RIETI)は、「平和と発展に向けた

アジアの制度構築：グローバル危機を乗り越えて」をテーマ

にシンポジウムを開催いたします。本会議では、現在の世界

経済危機を踏まえ、アジア地域の平和と発展のため、地域全

体の制度がどのように構築されるべきかについて、研究者、

政策担当者、実務家の知見を結集し、活発な議論を行います。

開会挨拶　13：00 ̶ 13：25 
　●藤田　昌久（RIETI）
　●恒川　惠市（JICA研究所）
　●Walter Isard（コーネル大学）

基調講演　13：25 ̶ 15：50 
　司会：藤田　昌久（RIETI）
　●Hadi Soesastro（インドネシア戦略国際問題研究所）
　●河合　正弘（アジア開発銀行研究所）
　●Yuyan Zhang（中国社会科学院）
　●T.J.Pempel（カルフォルニア大学バークレー校）

休憩　15：50 ̶ 16：05

パネルディスカッション　16：05 ̶ 18：20
 　「アジアにおける制度的協力：世界経済危機を乗り越えて」
　モデレーター：恒川　惠市（JICA研究所）
　パネリスト（順不同）：
　●Min Gyo Koo（延世大学）
　●Rajasekharan Pillai（インディラ・ガンジー国立公開大学） 
　●John Ravenhill（オーストラリア国立大学）
　●梅宮　直樹（JICA）
　●山影　進（東京大学大学院）

閉会挨拶　18：20 ̶ 18：30

交流会　18：30 ̶ 19：30



●JR中央線・総武線「市ヶ谷」 

●都営地下鉄新宿線「市ヶ谷」A1番出口 

●東京メトロ有楽町線・南北線「市ヶ谷」6番出口 

徒歩10分 

徒歩10分 

徒歩10分 

講演者のご紹介

基調講演

連絡先：JICA研究所　シンポジウム事務局
（担当者：金子・平石）
E-mail：jicari-seminar2@jice.org
Tel ：03-3269-2968
Fax ：03-3269-2421
URL ：http://jica-ri.jica.go.jp/ja/event/announce/
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